
Fukuoka Society of Dialysis Medicine Fukuoka Society of Dialysis Medicine

P - 07 P - 08

開会の辞 　9:30～9:40 (10分)

一般演題Ⅰ 　9:40～10:20 (40分)

福岡県透析医学会会長　福岡腎臓内科クリニック 院長　平方 　秀樹 先生
代表幹事　飯塚病院 腎臓内科 部長　藤﨑 毅一郎 先生

座長　飯塚記念病院 副院長　豊永　 次郎 先生

ニボルマブ投与後に半月体形成性糸球体腎炎と尿細管間質性腎炎
を併発した右腎摘出後腎癌の一例

１）原三信病院 腎臓内科、 2）加野病院 腎臓内科
	荒川	真衣１）、南	優希１）、片渕	律子２）、満生	浩司１）、末廣	貴一１）

帯状疱疹に対するバラシクロビル投与によりアシクロビル関連脳
症と急性腎障害を生じた1例

１）飯塚病院 腎臓内科、 ２）同 総合診療科
西田	明弘１）、横井	一樹２）、下河	舞子１）、岡村	のぞみ１）、沢田	雄一郎１）、
松本	英展１）、中俣	悠亮１）、福満	研人１）、牟田	隆則１）、藤﨑	毅一郎１）

ANCA陰性顕微鏡的多発血管炎として治療を行ったIgA腎症合
併半月体形成性糸球体腎炎の一例

産業医科大学病院 循環器内科腎臓内科
菅	亮太、古野	郁太郎、浦上	佑香、福寿	亮仁、白水	智大、中園	和利、
長谷川	恵美、宮本	哲、片岡	雅晴

ベバシズマブ投与後に急性腎障害とネフローゼ症候群を呈した1例

九州中央病院 腎臓内科
榎本	聡真、高波	百合那、安藤	翔太、石松	由季子、菰田	圭佑、満生	浩司	
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P - 09

一般演題Ⅱ 　10:20～11:10 (50分)

座長　百武病院 副院長　正野 　武文 先生

ブラッドアクセス困難症によりPDを導入し透析を継続し得た
1症例

１)久留米大学医学部内科学講座 腎臓内科部門、２)千鳥橋病院
有吉	拓哉１）２）、山下	真史１）、藤井	麻紀子１）、篠塚	由梨１）、實吉	帝奈１）、
小嶋	亜希１）、中野	薫１）、児玉	豪１）、伊藤	佐久耶１）、柴田	了１）、深水	圭１）

当院における大腿グラフト挿入患者の臨床経過の検討

製鉄記念八幡病院 腎臓内科
吉住	瑛理子、冷牟田	浩人、松島	怜央、吉澤	尚吾、大塚	美香、柳田	太平

血液透析用短期留置カテーテルの縦隔迷入により縦隔血腫を来した
一例

国立病院機構 福岡東医療センター 腎臓内科
羽倉	丈史、木船	美菜、原	祥子、荒瀬	北斗、永江	洋、黒木	裕介

前腕橈側皮静脈の転位および術中PTAを行い内シャントを造設
した上腕動脈高位分岐の一例

１）北九州総合病院 総合内科、 ２）産業医科大学病院 腎センター
田村	紀子１）、宮本	哲２）、高水間	亮治１）

5-FU投与中の透析患者に起こった高アンモニア血症に対して
high flow CHDが有効であった一例

社会医療法人雪の聖母会 聖マリア病院 腎臓内科
落合	由佳、林	佐保、佐藤	克樹、牧	建次、坂井	健太郎、松井	礼、東	治道

休憩　11:10～11:20（10分）
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定時総会 　11:20～11:40 (20分)

『血液透析患者のCa、P管理に関する最近の話題について』

神戸大学大学院医学研究科 内科学講座 腎臓内科学 助教　後藤 俊介 先生

『慢性腎臓病患者における認知機能障害と脳萎縮』

奈良県立医科大学 腎臓内科学 教授　鶴屋 和彦 先生

休憩　11:40～11:50（10分）

休憩　12:40～13:00（20分）

休憩　13:50～14:00（10分）

ランチョンセミナー 　11:50～12:40 (50分)

特別講演 　13:00～13:50 (50分)

共催：第15回福岡県透析医学会学術集会、協和キリン株式会社

座長　福岡腎臓内科クリニック 院長　平方　 秀樹 先生

共催：第15回福岡県透析医学会学術集会、日機装 株式会社 
座長　飯塚病院 腎臓内科 部長　藤﨑 毅一郎 先生
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一般演題Ⅲ 　14:00～14:50 (50分)

閉会の辞 　14:50～15:00 (10分)

座長　田川市立病院 腎臓内科 部長　大仲 正太郎 先生

福岡県透析医会会長　満生 浩司 先生（九州中央病院 腎臓内科）

多発性骨髄腫治療の脱落により腎不全が進行し透析導入と
なったM蛋白関連C3腎症の１例

１）九州大学 大学院医学研究院 病態機能内科学、 ２）同 病態修復内科学
畑中	俊亮１）、植木	研次１）、松隈	祐太１）、安宅	映里１）、岡本	悠史１）、土本	晃裕１）、
恒吉	章治１）、迫田	哲平２）、森	康雄２）、北園	孝成１）、中野	敏昭１）

カプラシズマブ投与により寛解が得られた後天性血栓性血小
板減少性紫斑病の一例

１）国立病院機構 九州医療センター 腎臓内科、 ２）同 血液内科
大田	修１）、髙嶋	秀一郎２）、山田	佳奈１）、木下	真以１）、福井	明子１）、春山	直樹１）、
中山	勝１）

当院で維持透析を行っている統合失調症13例の検討

飯塚記念病院 腎臓内科
豊永	次郎、原	崇史、杉若	昌一

死戦期の急性腎障害のため移植の適応判断に苦慮した脳死下
献腎移植の一例

１）福岡大学医学部 腎臓・膠原病内科学　２）同 腎泌尿器外科学
櫻井	裕子１）、宮崎	健２）、多田	和弘１）、冷牟田	浩人１）、伊藤	建二１）、安野	哲彦１）、
中村	信之２）、羽賀	宣博２）、升谷	耕介１）

腹膜透析患者、保存期CKD患者におけるHIF-PH阻害薬の有
効性の検討

日本赤十字社福岡赤十字病院 腎臓内科
園田	慎一郎、落合	真子、大田	有穂、上原	景大郎、井上	めぐみ、原	雅俊、
中井	健太郎、徳本	正憲
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